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八戸市東京事務所長

八戸レポートの送付について

時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

「八戸レポ←ト 平成３０年５月号」 をお送りいたしますので、 ご高覧くださいます

ようお願いいたします。

種差海岸の天然芝生地を会場にしたヨガ体験会「種差朝ヨガ」が今シーズンも開催

されます。

　

インストラクターの指導による 「朝ヨガ」 と、 種差海岸の自然のパワーが、 体をす

っきり日覚めさせ、 日々の疲れを癒してくれます。 難しいポーズは行わないので、 ど

なたでも気軽に参加できます。
今シーズンは、 ５月２６日～９月 ２９日の毎週土曜日．の開催です。
所要時間は、 朝７時～８時の６０分間、料金は保険料込み５００円です。

　

みなさまも、八戸にお越しの際は、海沿いの芝生の上で、 早朝のさわやかな空気と

波音を感じながらリフレッシュしませんか？

園朝ヨガの詳細はこちら （市ホームページ）
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※今回から、八戸市スポーツ大使の皆様へも送付しております。

◎皆様へのお願い

職業、役職、住所な裂こ変更がある場合は、八戸市東京事務所までお知らせくださ

いますようお願い申し上げます。

八戸市東京事務所

〒１０２－００９３ 東京都千代田区平河町２－４－２ 全国都市会館５階
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瓜同市鯖関連する瀧鞭奄蕎層闘し議す。
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（１） 市立屋内スケート場 工事の進捗率は５０％

（２） 八戸市

　

苫小牧市と連携強化へ

（３） 館鼻岸壁に待望の公衆トイレ新設

（４） 八戸市民病院のドクターカーＶ３ 実績着々 蘇生事例も

（５） 是川縄文館企画展「掘りｄａ まちのヘ」開催

　

５遺跡の遺物展示
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老朽化により閉鎖した田名部記念アリーナ

　

市長が財政支援を表明
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～米粉入れ もちもちに～

八戸－苫小牧フェリー新造船＼「シルバーティアラ」就航

三八五フーズ 給食用言飯で八サッ；た認定

「八戸前沖ぷぐ福まつり」開催

　

～旬の前沖トラフグ味わって～

青森県内２０１７年度民泊者数

　

６６５８人で過去最多

（８）
（９）
（ｉｏ）
（１１）

（１２） サクラマス今季初水揚げ

【地域】
記 事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

概 要

（１３） 中心街に夜間保育所「第二さえずりの森」開園

（１４） 国家資格３級機械検査技能士

　

八戸工高生が一挙４９人合格

（１５） 本八駅前通りに変わり種自販機″設置
（１６） 蕪島でウミネコ産卵始まる

　

～「無事に巣立って」～

（１７） 八戸市内最古の銭湯「三島湯」 ９１年の歴史に幕

（１８） ８０年の節目を迎えた鮫角灯台

　

一般開放始まる

（１９） 社会福祉法人でシステム開発 最新情報通信技術（ＩＣＴ）で見守り

　

記 事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

概 要

（１３） 中心街に夜間保育所「第二さえずりの森」開園

（１４） 国家資格３級機械検査技能士

　

八戸工高生が一挙４９人合格

（１５） 本八駅前通りに変わり種自販機″設置
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（２０）

２１

全日本ジュニアレスリン

　

で、′星局努が）

アイスホッケー女子五輪代表の中村亜実（八戸出身）さん現役引退



【行政】
記事 概要

（ｉ）

市趨屋内叉券‐ト場

　

工事の進勝率隙５◎％

八戸市力選整備を進める市立屋内スケ醐ト場は、２０１９年秋の供用開始に向け、着々と建設工事が

進んでいる。４月１２日現在、外周部分などの「スタンド工区」の工事はほぼ終了した。４月には屋根

部分の作業に着手。今後、骨組みのほか防水などの工事樹テい、屋根は１０月末にも出来上がる

見通しである。屋根の他に、床や内外装などの工事を経て、建物自体は来年６月中旬にも完成す

る予定という。

（２）

八戸市

　

苫小牧市と連携強化へ

小林員市長と苫小牧市の岩倉博文市長は４月２７日、苫小牧市役所で懇談し、海外］ンテナ航

路の開設やフェリー航路を活用した交流人［の拡大などに向け、都市間の連携を強化していく方針

を確認した。産業、物流といった分野に加え、観光面などでも協力を模索していきたい考え。人口減

少。超高齢社会が進み、自治体同士の連携の重要性が高まる中、フェリー航路で結ばれ、互いに

工業都市という類似性を持つ苫小牧市との連携の可能性を探るため、八戸市側が首長同士の意

見交換を打診した。具体的な事業内容については今後、事務レベルで協議を進める。

（３）

　　　　　　

＊畳域トイレ新議

館鼻岸壁朝中の△覆しーべ知られる館鼻漁港内に、待望の公衆トイレが完成した。これまで朝市

会場には９基の仮設トイレや、青森県設置の公衆トイレがあったが、全て和式。仮設には簡易的な

手洗い場しかなく、利便性と衛生面からも、多目的トイレを含めた常設トイレの整備を求める声が高

まっていた。加えて、増加する外国人や足腰の弱いお年寄りなど、さまざまなニーズに対応するため、
同朝市会が２０１６年に市に整備を要望していた。鉄筋コンクリート造り、バリアフリー対応で、延べ床

面積は５１。２６平方メートル。男子トイレ（小便器３基、洋式便器２基）、女子トイレ（洋式便器

４基）、多目的トイレのほか、水飲み場２ん所がａ叉置とれた。

（４）

八戸市圏病院のドクターカーＶ謬 実績着々藤釜事例壱

八戸市立市民病院と八戸工業大が共同開発し、国内で初めて出動先での手術を可能にした「ドク

ク カーＶ３」。２０１６年１月の初出動以来、これまでに計１０回出動し、うち３回は手術などの治療が

行われ、退院に結び付いた事例もある。Ｖ３は一般の車両を改造し、人工心肺補助装置や人工透

析、人工呼吸器などを搭載。現場では主に２メートル四方のテントを張った「処置室」で治療する。
今後実績を積み重ね、一刻を争う現場で救命救急の切り札として浸透するか注目される。

（５）

２０１７年度の発掘成果をまとめた企画展「掘りｄａｙはちのヘ」が４月２８日、八戸市埋蔵文化財セン

ター是川縄文館で始まった。今回は、一王寺１ （縄文時代）、松長根 （弥生時代）、熊野堂

（平安時代）、新井田古館（戦国。江戸時代）、雷

　

Ｇエ戸時代）の５遺跡から出土した遺物

２１０点を展示している。中でも熊野堂遺跡からは、「緑紬陶器」と呼ばれる珍しい陶器が出土。緑

色に発色する銅を混ぜた純薬も由りＬ焼かれ、現在の滋賀県付近で作られたとされ、青森県内で

は青森市に次いで２例目の発見となった。そのほか、縄文から近世までの人々の暮らしぶりや生活環

境をうかがい知る貴重な遺物を紹介している。６月２４日まで。



（６）

竃掩篭鰐象鯵聞鎖し熊圏魯謬記念坪嬰＝ず

　

雨擾誹鰯藤霊緩橿震鯛

開館から２８年が経過して老朽化が進み、４月２２日に閉鎖した「田名部記念アリーナ」を巡り、小林

員市長は５月２日、声」－ナを運営する青森県アイスホッケー連盟に対し、再開に向けた財政支援に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｌ Ｍムｒ－ｒーており、アリーナ乗り出す考えを表明した。連盟は市の文豪』通風Ｌ当栄乞門爾９る刀並ＴＬ

　

，
は来季も営業することが確実となった。

記事 組寮淳

（７）

刊《瑠稀震に富んべも端粛

　　

盤

　

～※揃え龍

　

巻与穆参に～

八戸市の「しみず食品」の関連会社で土産品販売の「創季屋」は、青森県産米「青天の露麗」を

使った八戸せんべい汁を商品化した。南部せんべいに米粉を入れ、もちもちの食感を楽しめるように

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－－ヘノ波Ｌノ、コ
メ 特したのが特長。せんべいに入れる米粉の分量は全体のＩＤ％に調整。…鰐ｆ

ｉｒ「．′【

偶の哀感、ノ臼競りの良さを感じられるように工夫した。汁はしょうゆペースで、あっさりとした味付けが

せんべいに合うという÷「青天の露醒 八戸煎餅汁」は４人前入りで、価格は税込み７００円。ノ八食セ

ンター内にあこニ；丁屋の店舗で販売している。

（８）

風屑豊菖小剰鯵霊り豊漸遭雛『初』澱一夢イ扉ヲ』離縞

シルバーフェリ皿を運航する川崎近海汽船（東京）が八戸－苫小牧（北海道）間に投入する新

造船『シルバーティアラ』（約８６００トン）が完成し、４月２５日午後１１時５９分苫小牧発から就航し

た（八戸での第一便は２６日午後１時発）。シルバーティアラは全長１４８．８メートル、航海速力

１９．７ノット。旅客定員は４９４人で、トラック８２台、乗用車３０台の車両積載能
力がある。．

さまざまな

タイプの個室を充実させ、乗客の快適性やプライバシーを重視。新登場の「ビューシート」は
大海原の

眺めを楽しめる。２４日には八戸・港フェリーターミナルで船内見学会が開催された。

（９）

亘風亙フ＝ズ 総＆禽扇ご甑で風夢リブ議定

＝八五流通グループ企業の三八雲フーズは４月２３日、学校給食用のご飯など炊飯製品が食品衛

生管理の国際基準「ＨＡＣＣＰ（ハサップ）」の認定を受けたと発表した。同社は学校給食事業の展

開に伴い、八戸市長由式元本ｋ炊取↓場を建設。昨年８月から同市と階上町の小中
学校３７校

に対し、１日当たり米飯約ｉ万食を供給している。認定取得によって高度な品質管理を徹
底し、より

安全。安心な給食サービスの提供につなげる考えである。

（１０）

『風目前紳愚ぐ掴譲参朝開催 旬⑩繭灘 ヲ訊釧戦あつて～

三陸沖で捕れた天然のトラフグを提供するイベント『八戸前沖ふぐ福まつり」が５月・９日から６月１６日

まで、八戸、青森両市内の料理店１２店舗で開かれる。両市内の料理人らで構成する
八戸日本料

理業芽生会が、八戸前沖のフグのプラント化などを目指して企画。今年で５年目を迎反る。４～
６月

にかけて水揚げされる′句″のトラフグで八戸の新たな魅力を創出しようと展開。期間中は、各店が工

夫を凝らしたコース料理を提供。主催者側は「この機会に手頃／小胆段叉ｃ高級魚をＤ味わってほしい」と

アピールしている。



（１１）

諺憲県内Ｚ◎１７年腹風漁蕎鍬

　

◎◎５惣ゑで過董最鯵

青森県内の農林漁家民泊の２０１７年度の実績は、宿泊者数が前年度比４６９人増の６６５８人で

過去最多記録を２年連続で更新した。国内からの旅行者が増加したほか、海外からの旅行者も大

幅に増えた。県は「グリーンツーリズム」を一層推進しようと国内外でプ□モーション
を展開する一方、

民宿開業希望者の堀り起こしと育成に努める方針である。海外客が増えた主な要因は、青森中央

学院大の卒業生が台湾やタイ、マレーシアで海外ゴーディネ

　

ク として活躍し、送客を支援している

ため。また、同大や県内農家でつくる協議会などが果たす窓口機能も大きい。

（１２）

風声港に”書の味覚“ サクラマメ今拳欄水揚げ

八戸市第３魚市場で４月２８日、種差沖の定置網に掛かったサクラマス約１１０匹が今季初水揚
げき

れた。昨年より２週間ほど早く、サイズは３～ｉキロ。競りの結果、１キロ当たり２４００～８
９０円で取引

された。サクラマスは春の味覚で、塩焼きやム；ヱル、刺し身などで食される。水揚
げは６月いっぱい続

く見通し。

謎一

　

＝

　　　　　　　　　　　　　　　　

概 要

中心街に夜間標宵所「鷺二さえずりの撫』開園

八戸市の社会福祉法人浅吉の会は４月２日、認可保育所「第二さえずりの森」を八戸番町ヒルズ

に開園した。開園日は月曜－土曜で－，

　

二笥｛ふ乍蔀７時から翌午前３時までで、夜間保育に対

応する。１時間単位で子どもを保育する一時預かりも行う。定員は３０人で、現
在は２２人が在籍す

る。保育料は利用者の所得に応じた金額を設定。市中心街では 誘致企業の増加な
どに伴い保

育所のニーズが高まっており、経済関係者らは共働き家庭などの利便性向上に期待を寄せ
る。

（１４）

青森県立八戸工業高機械科の２、３年生４９人が、１～２月にかけて実施された機械検査技能検

定試験に合格し、３級機械検査技能士の資格を取得した。同試験で
一度に５０人近い合格者を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一・・ｒＡＢ品の・ｊラムｔ止確ｔし計 測ｃきるかどうか出すのは同校では初めて。同技能士は国家資格で、一一
を見るもので、学科と実技で合否が決まる。合格した生徒は資格取得を喜

びつつ、物づくりに携わる

決意を新たにしている。

（ｉ５）

糸 巽零な鵠憎』＝も 恥＃““

　　

－＊・ー 調隠

本八戸駅前通りで、さまざまなご当地ドリンクや変わり種ジュースをそろえた自動販売機が人
気を集

めてし、る。設置場所は、新たな企画の立案や運営を手掛けるボランティア
集団「まちぐみ」の事務所

前で、組長を務める山本耕一郡さんが
′′独自″のセンスで商品を収集。「まちぐみ名物

　

超レア！おも

しろジュース専門」と名付けた自販機には現在、岐阜県名産の果物の柿を使ったジュース（２２０円）

や、関西地方で定番の「水あめ」ドリンク（１３０円）、うるち米やも
ち米などを原料とする沖縄県宮古

島市で人気の「ミキ

　

ウコン入り」（１８０円）、何が当たるか分からないラッキード
！」ンク．（１５０円）など厳

選された１２商品を陳列。口コミや会員制交流サイト（ＳＮＳ）によって市民らの中で徐々に話
題となり

つつある。

年腹風漁蕎鍬

　

◎◎５惣Ａ



（１６）

離島で夢雲象コ瞳鼻声多愈

　

～『無－劉尾璽室３て』～

国の天然記念物に指定されているウミネコの繁殖地り蕪島で４月１８日、今年初の産卵が確認され

た。昨年よりｉ日遅いが、平年並み。“″三男坊．認められた巣では、親鳥が片時も離れ
ず、卵を大切

そうに抱いていた。監視員は「産卵が始まりうれしい。これからかえるひなが無事に巣立ってほ
しい」と

目を細める。ウミネコの産卵は今後ピークを迎え、５月中旬ごろにはぴながかえり始めるとい
う。

（１７）

風声市肉最蘭◎蹴潟『国島溺』 ⑨ゑ壁◎璽更に幕

八戸市内に現存する最も古い老舗銭湯「三島湯」（白銀１丁目）が、４月２９日の営業をもって

９１年の歴史に幕を下ろすことを決めた。燃料費の高。糸ン利用．客の減少に伴う赤字、
さらに店主の

高齢を理由に、「残念だが閉めざるを得ない」と閉店を判断した。三島湯はｉ９２７（昭和．
２） 年創

業で，、地下水を沸かした湯が特徴の公衆浴場。しゅうとから店を受け紙｛ふた櫨
ｒー”≦とん（８２）が約

１５年間、一入で切り盛りしてきた。松橋さんは「近年はわざわざ遠方から来てくれる
人もいて、驚いて

いた。本当は続けたい気持ちでいっぱし、だが…」と残念そうに話した。

（１８）

愈◎年◎節国電週晃熊鰯篇獅歯

　

。鱗闘藤鰭譲る

八戸市鮫町の鮫角灯台の一般開放が４月２１日から始まった。同灯台は１９３８年２月に初点灯し、

Ｔｃ８０年ロＪ節目。高さ２２。７３メートルで、約３６キロ先まで光
が届くのが特長。灯台の上からは

美しい海岸線などを見るごとができる。 故開放忌種差海岸が三陸復興同音公園に指定され
たこと

を受け、２０１３年から行っている。同日は午前９時にオープニングセレモニー
が行われ、訪れた市民や

観光客力蚊丁台の上から望む壮大な景色を楽しんだ。１０月２８日までの土日ｏ祝日に開放し、夏休

み期間中 （７月２１日～８月２１日） は毎日開放する。入場無料。

《１９）

糧食福徳纏ゑで沙認弄農園髭

　

最謝橋綴週編鞭櫛 蝿櫨廓 で見寄り

八戸市の社会福祉法人やすらぎ会が運営するサービス付き高齢者向け住宅「白山台やすらぎ館」

で、総合施設長を務める斎藤呂文さんらが開発した福祉施設向けのシステム
「みまるぐクラウド」が介

護現場で注目されている。最新の，ーＢ敬通信はｉ｛；｛ＩＣＴ）を駆使してセンサー、ナース］－ル、記
録シ

ステムを連携させることによって、入居者の体調の変化にいち早く対応できるほか、事務作業の
効率

化を実現。人手不足が深刻な業界内で、スタッフの負担軽減やサービスの向上につな
がると期待さ

れる。

記事 概要

（２０）

堂園率夢ヱ亘炉レメリ》夢で光霊園饗鮮糧躍

４月に横浜市で行われたｊＯＣジュニアオリンピックカップ大会２０１８年度全日本ジュニアレスリング選

手権で、八戸学院光星高レスリング部の３年浜田大地さんが男子方デットの部９２キロ罰級で
準優勝、

２年荒道豊樹さんが４８キロ級で納豆』それぞれ輝いた。２人は今後の県高校春季大会やインターハ

イを見据え、「次は優劃勝したい」と闘志を燃やしている。

（２１）

扉イメ－－参一翼アニデ ＦＭ

　

ー中継＝：：：・稲 《風 端野》謹ん 饗榊

平昌冬季五輪アイスホッケー女子日本代表の中村亜実（八戸市出身 西武）が４月２６日 現

役引退を表明した。中村さんは「４年間を一区切りと考えた。平目五輪の最終戦を終えて、
悔いなく

プレーできたと思った」と引退を決断した理由を語った。今後については「支えてくれた八戸にも恩返し

ができ削ぎ。また、将来、アイスホッケー女子が金メダルを取れるように貢献したい」と話してい
た。
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募集人口：２名冨霊地酌地
域
広
報
動
画
制
作

歴
情
報
発
信
事
業

　
お
ー
」

　
ね

３大都市圏（京京都、埼玉県 千葉県、神奈川県、愛失。県、岐阜県、三重県 大阪府、京都

府、兵庫県及び奈良県）内の 都 市 地 域（過疎地域自立促進特別Ｊ措置法、山村振興法、離島

振興法、半島振興法、ノ］・笠原諸島振興開発特別措置法の対象・指定地域を有する市町村に該当

しなぃ市町村）等に現に住所を有し、地域おこし協力隊員として委嘱

後、八戸市に生活拠点を移し、住民票を異動できる方

勤務時間：午前９時～午後４時

　　　

回

　

」

報酬：月額１６６，６００円

月林県八戸市
協八 戸

　

カ
２０歳以上４５歳以下の方 隊



【「地域おこし協力隊」募集説明会を開催します。１
／′′／／／′ノ′′／′／′′，（／／！′！／，′／′′／′′〃

八戸市では、市民が自分のまちに愛着や誇りを

持ち、まちづくりに関わりたいと思っていただけ

るように、当市の魅力について広く情報発信して

います。その一環として、地域の魅力や市の取組

をより多くの人に知っていただくため、新たに

「地域おこし協力隊」として地域広報動画制作・

情報発信事業に取り組んでくださる方を募集し

ています。そこで 首都圏等にお住まいの方が直

接ご相談できるよう募集説明会を開催します。

下溺捺声ミ嶺議脅鋪議家裁に欝擬亜」義爆斎場謬の毒、疑Ｑは烏錠‘Ｔ』レにてお申込みく意さ、ぃ。
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１７時
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点ミ
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電話番号

ご参加の動機
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【お問い合わせ先】八戸市総合政策部広報統計課シティプロモーション推進室
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